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一 論文～
日本語教育 ボ ラ ンテ ィア にお ける
ボ ラ ンテ ィア イ メー ジ と動 機 につ い て











キ ー ワ ー ド:ボ ラ ンテ ィア,ボ ラ ン テ ィア の定 義,ボ ラ ン テ ィ ア イメ ー ジ,動 機
1.ボ ラ ンテ ィアが 抱 く






























































































































なが ら 「私的な活動」であるかのように,つ ま






















































4.イ メ ー ジの分析
ここか らは今回の日本語教育ボランティアに
おけるボランティアイメージの分析を行う。ま










も,自 分の都合,気 持ちを押 し付けて
いくことがボランティアにはおこりや
すいので … 。
ここでは 「関係性」 というBさ んのボランティ
アのイ メー ジが読み取れ る。 「関係性」 とは大
束 らの調査結果 で明 らか にな った 「他人の立場
に配慮 す るとい った ことを表す イメージ」で あ
り(大 束2002),入江 のい うく相互性 〉を も包
含す るイメー ジである。 ボラ ンテ ィア活動が責
任 を持 たず に 自分 の好 きなよ うに行 う活動で は
な く,相 手 との関わ りを重視 した責任 のある も
のであ るとい うBさ んのイメー ジがよ く出て い
る部 分であ る。 また この部分 はボラ ンテ ィアの
〈自発性 〉とも関係す る。 〈 自発性 〉は(1)自分
の責 任で状 況 を認識 し(2)自分 の責任 で価 値判
断を行 い(3)自分の責任 で行 為す る こと(入 江
1999:7)と換言 で き,そ の視点 か ら考えれ ば
Bさ んは く自発性 〉のイメー ジも同時に合 わせ
抱 いてい るといえ る。
Bさん:よ く言われるのが,教 えるのではな く
て,サ ポー トする。 日本語を各 自が,
学びたいと思 っていると思 っているの








ここでの ポイ ン トはく関係性 〉〈無償性 〉で
ある。対等 に一緒 に勉強 し外国の ことを教 えて
もらうとい う語 りか らはく関係性 〉〈相互性 〉
イ メー ジが見 て取 れる。 また一方 通行 の贈与で
はな く,相 手 か らの見返 りもある とい う点では
厳格な く無償性 〉のイメー ジをBさ んが抱 いて
いない ことがわか る。 その反 面あま り感謝 とか
報酬は考 えない と語 ってい ることか ら,Bさ ん
の考え る報酬 とは精神 的報 酬の中の感謝で ある
とか,物 的報酬 であ ることが推測で きる。何か
をボ ランテ ィア活動 を通 して学ぶ とい うことは
Bさ んにとっては報酬にはな らないようで ある。
Bさ んの中でのボ ランテ ィアの く無償性 〉のイ
メー ジは緩やかな ものであ るといえ よう。 この
ような緩やかな く無償性 〉はDさ んの語 りの中










またFさ んの語 りの中 で も同様 の緩 やか な
く無償性〉そ して く関係性 〉〈相互性 〉のイメー
ジを確認で きた。









今 回の イ ンタ ビュー では 〈無 償性 〉 〈関係
性 〉〈相互性 〉〈 自発性 〉とい うイ メー ジを確





































































シフ トさせた。 いわば社会問題を,客 観的に



































動機(問 題解決型動機)と に動機を分類 し,こ



























































の中(に は)指 導者(と して)大 学生
もおるやん。現 に。来年の三月で卒業






以上がCさ んが動機 を語 っている部分である。
異文化 との接触,ボ ランテ ィアで しかで きな
い外 国人/若 者 との交流 がCさ んに とって ボラ
ンテ ィア活動 をす る動機 とな っているようで あ
る。 また 日本語 を教 える ことは 自分 の勉強に も
な り,あ る意味 目的達成 で もあると も述べて い
た。 自己実現 のボ ランテ ィア,内 発的動機が強
く出ている典型 的な例 と考 え られ る。 また同時
に 「助 けるこ とは当た り前」 とい うこと も語 ら
れ ていた。


























またEさ ん の場合 も自己実現,内 発 的動機 が
強 く表 れたケースと言え よう。まず次 の箇所 で








また以下の箇所では人間関係 の形成 も同様 に








この部分で もあ くまで も自分 にとっての 「学

















































































































        About the volunteers images and motives 
        in a Japanese-language-education volunteer 
                                         Tomikawa taku, Otsuka takao 
 On the result of a survey on the voluntary Japanese school, this paper clarified (showed) 
the images of the vulunteer activities which real volunteers have and their motives of volun-
tary activities. First, we took up the problems of definition of bolunteers and voluntary ac-
tivities and examined the relation of the images of the voluntary activities to them. Then we 
considered the reason why they started teach Japanese as volunteers from the motives.
